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(57)【要約】
【課題】不意に加えられた外力によって内容物が排出さ
れることを防止できる計量キャップを提供する。
【解決手段】容器本体２の口部３に装着されると共に、
前後方向に沿って延在するスライド孔部１２Ａ、スライ
ド孔部１２Ａと容器本体２内とに連通するストック孔部
１３Ａ、及びストック孔部１３Ａを通過した内容物が取
り出される取出孔部１８Ａが形成されたキャップ本体４
と、スライド孔部１２Ａ内において前後方向にスライド
移動自在に嵌合されると共に、ストック孔部１３Ａを通
過した容器本体２内の内容物がストックされるストック
室５Ａを有するスライド部材５と、キャップ本体４に着
脱自在に装着され、取出孔部１８Ａを開閉する蓋部材６
と、を備え、スライド部材５が、スライド孔部１２Ａ内
において、ストック位置と取出位置との間をスライド移
動自在に嵌合され、蓋部材６が、スライド部材５のうち
キャップ本体４から後方に露出した部分を覆う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物が収容される容器本体の口部に装着されると共に、容器軸に交差するスライド軸
に沿って延在するスライド孔部、前記スライド孔部と前記容器本体内とに連通するストッ
ク孔部、及び前記ストック孔部を通過した前記容器本体内の内容物が取り出される取出孔
部が形成されたキャップ本体と、
　前記スライド孔部内において前記スライド軸方向にスライド移動自在に嵌合されると共
に、前記ストック孔部を通過した前記容器本体内の内容物がストックされるストック室を
有するスライド部材と、
　前記キャップ本体に着脱自在に装着され、前記取出孔部を開閉する蓋部材と、
を備え、
　前記スライド部材が、前記スライド孔部内において、前記ストック室と前記ストック孔
部とが連通されかつ前記ストック室と前記取出孔部との連通が遮断されるストック位置と
、前記ストック室と前記取出孔部とが連通されかつ前記ストック室と前記ストック孔部と
の連通が遮断される取出位置と、の間をスライド移動自在に嵌合された計量キャップであ
って、
　前記蓋部材が、前記スライド部材のうち前記キャップ本体から前記スライド軸方向に露
出した部分を覆うことを特徴とする計量キャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計量キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば容器本体内に収容されている内容物を計量して取り出すための計量キ
ャップが知られている。このような計量キャップとして、内容物が収容される容器本体の
口部に装着されると共に、容器軸に交差するスライド軸に沿って延在するスライド孔部、
スライド孔部と容器本体内とに連通するストック孔部、及びストック孔部を通過した容器
本体内の内容物が取り出される取出孔部が形成されたキャップ本体と、スライド孔部内に
おいてスライド軸方向にスライド移動自在に嵌合されると共に、ストック孔部を通過した
容器本体内の内容物がストックされるストック室を有するスライド部材と、キャップ本体
に着脱自在に装着され、取出孔部を開閉する蓋部材と、を備えるものが提案されている（
例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この計量キャップでは、スライド部材が、スライド孔部内において、ストック室とスト
ック孔部とが連通されかつストック室と取出孔部との連通が遮断されるストック位置と、
ストック室と取出孔部とが連通されかつストック室とストック孔部との連通が遮断される
取出位置と、の間をスライド移動自在に嵌合されている。そして、スライド部材がストッ
ク位置にある状態で計量キャップを装着した容器本体を倒立姿勢にすることによって、ス
トック孔部を通ってストック室内に所定量の内容物が収容され、その後、スライド部材を
取出位置までスライド移動させることによって、取出孔部を通ってストック室内の内容物
が外部に排出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２５１６９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の計量キャップでは、スライド部材に対して不意に加えられた
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外力によって、内容物が排出されることに対して改善の余地があった。
【０００６】
　本発明は、前述の課題に鑑みてなされたもので、不意に加えられた外力によって内容物
が排出されることを防止できる計量キャップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記のような課題を解決するために以下のような手段を採用した。すなわち
、本発明の計量キャップは、内容物が収容される容器本体の口部に装着されると共に、容
器軸に交差するスライド軸に沿って延在するスライド孔部、前記スライド孔部と前記容器
本体内とに連通するストック孔部、及び前記ストック孔部を通過した前記容器本体内の内
容物が取り出される取出孔部が形成されたキャップ本体と、前記スライド孔部内において
前記スライド軸方向にスライド移動自在に嵌合されると共に、前記ストック孔部を通過し
た前記容器本体内の内容物がストックされるストック室を有するスライド部材と、前記キ
ャップ本体に着脱自在に装着され、前記取出孔部を開閉する蓋部材と、を備え、前記スラ
イド部材が、前記スライド孔部内において、前記ストック室と前記ストック孔部とが連通
されかつ前記ストック室と前記取出孔部との連通が遮断されるストック位置と、前記スト
ック室と前記取出孔部とが連通されかつ前記ストック室と前記ストック孔部との連通が遮
断される取出位置と、の間をスライド移動自在に嵌合された計量キャップであって、前記
蓋部材が、前記スライド部材のうち前記キャップ本体から前記スライド軸方向に露出した
部分を覆うことを特徴とする。
【０００８】
　この発明では、蓋部材がスライド部材のうちキャップ本体からスライド軸方向に露出し
た部分を覆うので、スライド部材に対して不意の外力が加えられず、この外力によって内
容物が排出されることを防止できる。
　すなわち、例えば流通段階や待機状態などにおいて計量キャップに外力が不意に加わっ
ても、この外力がスライド部材に対して加えられないので、スライド部材がスライド軸に
沿ってキャップ本体の内側に向けてスライド移動されない。これにより、内容物が排出さ
れない。
　一方、内容物を取り出す場合には、蓋部材をキャップ本体から取り外すと、スライド部
材に対して外力を加えることができるようになり、スライド部材をスライド軸に沿ってキ
ャップ本体の内側に向けてスライド移動させることができる。これにより、ストック孔部
を通してストック室内に内容物を収容することや、取出孔部を通してストック室内に収容
されている内容物を排出させることができる。
　したがって、計量キャップに不意に加えられた外力によって内容物が排出されることを
防止できる。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明にかかる計量キャップによれば、スライド部材に対して外力を加えることがで
きず、スライド部材をスライド軸に沿ってキャップ本体の内側に向けてスライド移動でき
ないので、計量キャップに不意に外力が加えられても、この外力によって内容物が排出さ
れることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態における計量キャップを示す軸方向断面図である。
【図２】蓋部材を取り除いた状態における図１のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図３】図１の蓋部材を示す軸方向断面図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ矢視部分断面図である。
【図５】図１の蓋部材を示す下面図である。
【図６】図１の計量キャップの使用方法を説明する説明図である。
【図７】同じく、図１の計量キャップの使用方法を説明する説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明における計量キャップの一実施形態を、図面に基づいて説明する。なお、
以下の説明に用いる各図面では、各部材を認識可能な大きさとするために縮尺を適宜変更
している。
【００１２】
　本実施形態における計量キャップ１は、図１に示すように、内容物が収容される有底円
筒状の容器本体２の円筒状の口部３に装着される筒状のキャップ本体４と、キャップ本体
４内にスライド移動自在に配設されたスライド部材５と、キャップ本体４に着脱自在に装
着される有頂筒状の蓋部材６と、スライド部材５をその移動方向に付勢する付勢バネ７と
、を備える。
【００１３】
　ここで、容器本体２及び口部３は、それぞれの中心軸線が共通軸上に位置した状態で配
設されている。以下、この共通軸を容器軸Ｏと称し、図１において容器軸Ｏに沿って蓋部
材６側を上方、その反対側を下方とする。また、容器軸Ｏに直交する方向を径方向と称し
、容器軸Ｏ回りに周回する方向を周方向と称する。さらに、本実施形態では、容器軸Ｏに
直交するスライド部材５の移動方向（図１における左右方向）をスライド軸Ｏ’と称し、
この図１においてスライド軸Ｏ’に沿ってスライド部材５がキャップ本体４の内側から突
出する方向（図１における右側）を後方、その反対側（図１における左側）を前方とする
。また、容器軸Ｏ及びスライド軸Ｏ’に直交する方向を左右方向と称する。
【００１４】
　キャップ本体４は、図１及び図２に示すように、容器本体２の口部３に着脱自在に螺着
される有頂円筒状の装着筒部１１と、装着筒部１１上に配設された角筒部１２と、を有す
る。
　装着筒部１１は、平面視で円板状の天壁部１３と、天壁部１３の外周縁から下方に向け
て突設された円筒状の周壁部１４と、を有する。装着筒部１１は、口部３に螺着されてい
るが、着脱自在でなくてもよく、螺着以外の他の方法により装着されてもよい。
　天壁部１３には、容器本体２内と角筒部１２内とに連通するストック孔部１３Ａが形成
されている。ストック孔部１３Ａは、平面視で左右方向に長い矩形状をなしており、天壁
部１３において容器軸Ｏよりも後方に形成されている。
【００１５】
　角筒部１２は、スライド軸Ｏ’に沿って延在し、後方に向けて開口すると共に前端が閉
塞された矩形筒状をなしている。角筒部１２は、天壁部１３の前端縁から上方に向けて立
設された前壁部１５と、天壁部１３から上方に向けて立設された一対の側壁部１６、１７
と、前壁部１５及び一対の側壁部１６、１７それぞれの上端縁を接続する上壁部１８と、
を有する。なお、角筒部１２の下壁部は、装着筒部１１の天壁部１３によって形成されて
いる。これら天壁部１３、前壁部１５、一対の側壁部１６、１７及び上壁部１８によって
、スライド軸Ｏ’に沿って延在すると共に後方に向けて開口するスライド孔部１２Ａを画
成する。
【００１６】
　前壁部１５は、天壁部１３の外周縁に沿う湾曲板状をなしている。また、前壁部１５に
は、付勢バネ７の前端部が外装される円筒状の第１軸筒部１５Ａが後方に向けて突設され
ている。
　側壁部１６、１７の前後方向中央部には、図２に示すように、径方向内側に向けて第１
係合突部１６Ａ、１７Ａが各別に突設されている。また、側壁部１６、１７の前後方向中
央部には、左右方向から見て係合突部１６Ａ、１７Ａの前端及び上下両端を囲むコ字状を
なすと共にスライド孔部１２Ａ内に連通する切欠部１６Ｂ、１７Ｂが各別に形成されてい
る。これにより、係合突部１６Ａ、１７Ａは、径方向で弾性変位可能となる。
【００１７】
　上壁部１８には、図１及び図２に示すように、ストック孔部１３Ａを通過した容器本体



(5) JP 2013-180753 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

２内の内容物が取り出される取出孔部１８Ａが形成されている。取出孔部１８Ａは、平面
視で左右方向に長い矩形状をなしており、平面視でストック孔部１３Ａよりも前方に形成
されている。また、上壁部１８の取出孔部１８Ａの開口縁部には、図１に示すように、取
出孔部１８Ａの全周にわたって矩形筒状の取出筒部１８Ｂが上方に向けて立設されている
。さらに、上壁部１８の外周縁部には、平面視で前後方向に長い長円筒状の取付筒部１８
Ｃが全周にわたって上方に向けて立設されている。
【００１８】
　スライド部材５は、図１及び図２に示すように、角筒部１２のスライド孔部１２Ａ内で
前後方向にスライド移動自在に配設されており、スライド軸Ｏ’に沿って延在する矩形筒
状のスライド本体部２１と、スライド本体部２１とでストック孔部１３Ａを通過した容器
本体２内の内容物がストックされるストック室５Ａを区画する一対の仕切板部２２、２３
と、スライド本体部２１の後端開口部を閉塞する閉塞板部２４と、を有する。
　スライド本体部２１は、平面視で矩形板状の底板部２５と、底板部２５の左右両端部か
ら上方に向けて各別に立設された一対の側板部２６、２７と、一対の側板部２６、２７そ
れぞれの上端縁を接続する天板部２８と、を有する。
【００１９】
　底板部２５は、キャップ本体４の天壁部１３に摺接する。また、底板部２５の前端部に
は、スライド本体部２１の外部とスライド本体部２１内のストック室５Ａとを連通する下
面開口部２５Ａが形成されている。下面開口部２５Ａは、平面視で左右方向に長い矩形状
をなしており、平面視でストック孔部１３Ａと重なっている。そのため、ストック室５Ａ
は、ストック孔部１３Ａを介して容器本体２内と連通している。このようにスライド部材
５の下面開口部２５Ａを介してストック室５Ａがストック孔部１３Ａと連通する位置をス
トック位置と称する。
【００２０】
　側板部２６、２７は、図２に示すように、キャップ本体４の側壁部１６、１７に各別に
摺接する。側板部２６には、側壁部１６の第１係合突部１６Ａと係合する第２係合突部２
６Ａと、前後方向に延在する一対の摺接突部２６Ｂと、が突設されている。第２係合突部
２６Ａは、側板部２６の前端部に配設されており、上下方向に延在する。なお、第２係合
突部２６Ａの上下両端は、側板部２６の上下両縁から離間している。一対の摺接突部２６
Ｂは、第２係合突部２６Ａの上下両端から後方に向けて各別に延設されている。同様に、
側板部２７には、側壁部１７の第１係合突部１７Ａと係合する第２係合突部２７Ａと、前
後方向に延在する一対の摺接突部２７Ｂと、が突設されている。
　このように、第２係合突部２６Ａ、２７Ａが第１係合突部１６Ａ、１７Ａと係合するこ
とにより、スライド部材５がストック位置よりも後方に移動することが規制される。
【００２１】
　天板部２８は、図１及び図２に示すように、キャップ本体４の上壁部１８に摺接してお
り、天板部２８の前端部には、底板部２５と同様に、スライド本体部２１の外部とスライ
ド本体部２１内のストック室５Ａとを連通する上面開口部２８Ａが形成されている。上面
開口部２８Ａは、下面開口部２５Ａと同様に、平面視で左右方向に長い矩形状をなしてお
り、角筒部１２の上壁部１８によって閉塞されている。そのため、ストック室５Ａは、ス
トック位置において上面開口部２８Ａを介して取出孔部１８Ａと連通しておらず、ストッ
ク室５Ａ内に収容される内容物は、ストック位置において外部に排出されない。一方、ス
ライド部材５を前方にスライド移動させると、上面開口部２８Ａは、平面視で取出孔部１
８Ａと重なり、ストック室５Ａは、取出孔部１８Ａを介して外部と連通する。このように
、スライド部材５の上面開口部２８Ａを介してストック室５Ａが取出孔部１８Ａと連通す
る位置を取出位置と称する。
【００２２】
　仕切板部２２、２３は、矩形板状をなしており、ストック室５Ａの前端及び後端それぞ
れを区画している。また、前側の仕切板部２２には、付勢バネ７の後端部が内装される第
２軸筒部２２Ａが前方に向けて突設されている。さらに仕切板部２２の上端部には、後方
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かつ上方に向けて突条部２２Ｂが突設されている。突条部２２Ｂは、スライド部材５がス
ライド移動しているときに、ストック室５Ａが下面開口部２５Ａを介してストック孔部１
３Ａと連通している状態で上面開口部２８Ａを介して取出孔部１８Ａと連通しないように
している。なお、ストック室５Ａがストック孔部１３Ａ及び取出孔部１８Ａと同時に連通
することを防止できれば、突条部２２Ｂを設けなくてもよい。
　閉塞板部２４は、前壁部１５と同様に湾曲板状をなしており、スライド本体部２１の後
端部に嵌め込まれている。
【００２３】
　蓋部材６は、図１及び図３から図５に示すように、平面視で前後方向に長い有頂長円筒
状をなしており、スライド部材５のうちキャップ本体４から後方に露出した部分（以下、
露出部分と称する）を覆う。蓋部材６は、キャップ本体４及びスライド部材５のうち上記
露出部分を上方から覆い、取出孔部１８Ａを開閉する頂壁部３１と、頂壁部３１から下方
に延設されてキャップ本体４及びスライド部材５のうち上記露出部分を径方向外側から覆
う外筒部３２と、を有する。
【００２４】
　頂壁部３１は、平面視で前後方向に長い長円板状をなしており、キャップ本体４の上壁
部１８及びスライド部材５のうち上記露出部分を上方から覆っている。また、頂壁部３１
の左右両端部は、外筒部３２よりも径方向外側に突出している。
　頂壁部３１には、平面視で左右方向に長い有底矩形筒状をなす栓部３１Ａが下方に向け
て突設されている。この栓部３１Ａは、平面視で上壁部１８の取出孔部１８Ａと重なる位
置に設けられており、取出筒部１８Ｂの内側に嵌め込まれている。
　また、頂壁部３１には、平面視で前後方向に長い長円筒状の嵌合筒部３１Ｂが下方に向
けて立設されている。この嵌合筒部３１Ｂは、栓部３１Ａよりも径方向外側に配設される
と共に左右両壁部が外筒部３２に連設されており、取付筒部１８Ｃの外側に嵌め込まれて
いる。
　さらに、頂壁部３１の後端部には、複数（本実施形態では３つ）のリブ部３１Ｃが下方
に向けて突設されている。リブ部３１Ｃは、周方向に間隔をあけて配設されており、リブ
部３１Ｃの下端縁は、スライド部材５に当接または近接し、リブ部３１Ｃの後端縁は、外
筒部３２に連設されている。
【００２５】
　外筒部３２は、平面視で前後方向に長い長円筒状をなしており、キャップ本体４の角筒
部１２の一部とスライド部材５のうち上記露出部分とを径方向外側から覆っている。図３
及び図４に示すように、外筒部３２の左右両壁部の下端縁は、後方に向かうにしたがって
漸次下方に向かうように傾斜している。
【００２６】
　付勢バネ７は、角筒部１２の前壁部１５とスライド本体部２１の仕切板部２２との間に
配設されており、スライド部材５を後方に付勢している。なお、コイルバネで形成された
付勢バネ７に替えて、断面矩形状の棒体を前後方向で互い違いに湾曲されることによって
平面視で蛇腹状に形成されたバネなど、スライド部材５を後方に向けて付勢できれば、他
の付勢手段を用いてもよい。
【００２７】
　次に、以上のような構成の計量キャップ１の使用方法について説明する。
　まず、図１に示すように、蓋部材６がキャップ本体４に装着された状態では、キャップ
本体４のうち上記露出部分を覆っているので、計量キャップ１に不意に外力が加わっても
、スライド部材５を前方に押し込むことができない。そのため、蓋部材６をキャップ本体
４に装着した状態では、容器本体２内の内容物が排出されない。
　ここで、頂壁部３１の栓部３１Ａ及び嵌合筒部３１Ｂがキャップ本体４の取出筒部１８
Ｂ及び取付筒部１８Ｃと各別に嵌合しており、蓋部材６がキャップ本体４に対して強固に
装着されているので、蓋部材６の外筒部３２に不意の外力が加えられても、蓋部材６がこ
の外力によって外れにくい。また、頂壁部３１の後端部にリブ部３１Ｃを配設しており、
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外筒部３２の後端部が前方に向けて変形しにくくなっている。これにより、不意の外力が
スライド部材５に加わりにくくなり、スライド部材５がこの外力によって前方に押し込ま
れることが抑制される。
【００２８】
　容器本体２内の内容物を排出する際には、図６に示すように、最初に蓋部材６をキャッ
プ本体４から取り外す。そして、容器本体２を把持した状態で計量キャップ１が装着され
た容器本体２を上下反転させ、計量キャップ１が下方を向く倒立姿勢とする。これにより
、容器本体２内に収容された内容物がストック孔部１３Ａを通って容器本体２から流出し
、下面開口部２５Ａを通ってストック室５Ａ内に導かれる。これにより、容器本体２内の
内容物がストック室５Ａ内にストックされる。
【００２９】
　ストック室５Ａに所定量の内容物をストックしたら、スライド部材５を角筒部１２内に
向けて前方に押し込む。スライド部材５を押し込むと、スライド部材５は、前方にスライ
ド移動する。スライド部材５が取出位置に向けてスライド移動すると、スライド部材５の
下面開口部２５Ａがキャップ本体４のストック孔部１３Ａに対して前後方向でずらされ、
スライド部材５の上面開口部２８Ａ及び下面開口部２５Ａが角筒部１２によって閉塞され
る。これにより、ストック室５Ａとスライド部材５の外部との連通が遮断され、ストック
室５Ａ内から内容物が外部に開放されること及びストック室５Ａ内に内容物がストックさ
れることを防止し、ストック室５Ａに所定量の内容物が収容される。
【００３０】
　ここで、突条部２２Ｂが設けられているので、ストック室５Ａが下面開口部２５Ａを介
してストック孔部１３Ａと連通している状態で上面開口部２８Ａを介して取出孔部１８Ａ
と連通することが防止され、下面開口部２５Ａが完全に閉塞される前に上面開口部２８Ａ
が開放されてストック室５Ａ内に収容されている内容物が取出孔部１８Ａを介して排出さ
れることを防止している。これにより、ストック室５Ａに所定量の内容物を収容させるこ
とができ、内容物の計量が正確になる。
【００３１】
　スライド部材５を取出位置に向けてさらに押し込んでスライド部材５を取出位置に位置
付けると、図７に示すように、キャップ本体４の取出孔部１８Ａとスライド部材５の上面
開口部２８Ａとが前後方向で位置合わせされ、取出孔部１８Ａと上面開口部２８Ａとが平
面視で重なる。これにより、ストック室５Ａが上面開口部２８Ａ及び取出孔部１８Ａを介
してキャップ本体４の外部と連通する。そのため、ストック室５Ａ内の内容物は、上面開
口部２８Ａ及び取出孔部１８Ａを介して取出筒部１８Ｂ内を通り、キャップ本体４の外部
に排出される。
【００３２】
　ストック室５Ａ内の内容物を排出した後、スライド部材５の押圧を解除する。スライド
部材５は、付勢バネ７の復元変形によって取出位置からストック位置に向けて後方にスラ
イド移動される。
　側壁部１６、１７の第１係合突部１６Ａ、１７Ａと側板部２６、２７の第２係合突部２
６Ａ、２７Ａとが係合することにより、付勢バネ７によって後方に付勢されるスライド部
材５がストック位置を越えて後方にスライド移動されることが防止される。
　以上のようにして、容器本体２内に収容されている内容物を計量して取り出す。
【００３３】
　以上のような構成の計量キャップ１によれば、蓋部材６がスライド部材５のうちキャッ
プ本体４から後方に露出した部分を覆っており、蓋部材６を装着しているときにはスライ
ド部材５に対して外力が加えられないので、計量キャップ１への不意の外力によって容器
本体２内の内容物が排出されることを防止できる。
【００３４】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範
囲において種々の変更を加えることができる。
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　例えば、蓋部材は、スライド部材のうちキャップ本体から露出する部分とキャップ本体
の一部とを覆っているが、少なくともスライド部材のうち上記露出部分を覆っていればよ
い。
　スライド軸は、容器軸に交差していれば、直交していなくてもよい。
　スライド部材は、スライド本体部の後端部に閉塞板部が嵌め込まれているが、閉塞板部
を設けなくてもよい。また、スライド部材は、矩形筒状をなしているが、ストック室が画
成されていれば、中実の柱状など、他の形状であってもよい。
　スライド部材を後方へ向けて付勢する付勢バネなどの付勢部材が設けられているが、付
勢部材を設けなくてもよい。
　スライド部材は、ストック孔部を取出孔部よりも後方に形成すると共に付勢バネによっ
てストック位置に向けて後方に付勢されているが、ストック孔部を取出孔部よりも前方に
形成すると共に付勢バネによって取出位置に向けて後方に付勢されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　この発明によれば、不意に加えられた外力によって内容物が排出されることを防止でき
る計量キャップに関して、産業上の利用可能性が認められる。
【符号の説明】
【００３６】
１　計量キャップ、２　容器本体、３　口部、４　キャップ本体、５　スライド部材、５
Ａ　ストック室、６　蓋部材、１２Ａ　スライド孔部、１３Ａ　ストック孔部、１８Ａ　
取出孔部、Ｏ　容器軸、Ｏ’　スライド軸

【図１】 【図２】

【図３】
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